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社会人教育における野外巡検の意義と役割
一オープンカレッジにおける実践を例に－

秋本弘章

1．はじめに

近年，身近な地域を対象としたさまざまな行動が注
目をされている。なかでも,地域を歩き観察するとい
う活動は，その手軽さから人気があるという。たとえ
IX,JR東日本では｢駅からハイキング｣と称するイベ
ントを実施し,毎回多くの参加者がある。また,私鉄各
社でも類似の企画を行うとともに,沿線のモデルコー

スを小冊子などで紹介している。これらのコースは，
植物や風景などの自然観察を中心にするもの,歴史や
民俗探訪が中心となるものなどさまざまであり,魅力
に富んでいる。いずれのコースも地域を見直し,地域
を生かす試みになっている。しかしながら,参加者に
とっては,多くの場合,単に歩くということのみにとど
まっているのが実情ではなかろうか。もちろん,単に
歩くということも健康管理上重要な意味があるという
ことを否定するものではない。しかし,地域社会の担

い手としての市民の育成を目指すという観点からは，
地域の自然や歴史･文化･社会により一層の関心を向か
せたい。

こうしたイベントが開催される地域などでは,いわ

ゆる観光ボランティアを養成して,観光客を対象に無

償の観光ガイドを行っている事例もある。無償という
こともあり,多くを期待することは無理なことは承知

であるが,その案内は往々 にしてガイドブックに出て

いる程度の解説,あるいは,有名人が来たとか,テレビ

番組のロケが行われたといった程度に過ぎない。かな
りのレベルが高いガイドであっても,地域の歴史や植
物の名称に詳しいのみである。いわゆる｢クイズ｣的知
識を求めるならば十分であろうし,歴史愛好家や植物
愛好家にとっては地域の歴史や地域の植物の名前を
知っているだけで十分なのかもしれない。しかしそれ
では,地域の問題をとらえることはできないし,地域の

様々 な資源を生かそうという発想は生まれてこない。

こうした発想が生まれてこないのは,学校教育に問

題があるとも考えられる。学習指導要領によれば,地

域のことを具体的に学ぶのは小学校社会科3，4年で

ある')。多くの学校では社会科見学等が実施きれてい

るものの，農家'工場，商業施設の見学などが中心で,実

際の地域社会との結びつきは見えにくい。また,小学

校の段階では'地域の状況を知るということはできて

も，歴史や地理，社会・経済などを関連させつつ.地域の

現状や課題を総合的に考察することは不可能であろう。

中学校社会科地理的分野.歴史的分野においては,地域

調査は学習指導要領に明確に位置づけられているにも

かかわらず，実施状況はきわめて低い(井田ほか1992)。

高等学校においてもいくつかの学校での実践報告はあ

るものの，実施状況はほとんど変わらない(篠原1991)。

理科においても同様である。小学校では植物の観察

などは行われているが,鉢植えや花壇などで栽培可能

な植物を対象としている。中学校や高等学校では生態

系などを学ぶが'教室での学習にとどまるきらいにあ

る。つまり'地域の様々 な事象を観察して,そこから地

域の成り立ちや環境を総合的に考察し,地域社会の問

題点を明らかにしようという内容は学校教育の中では

必ずしも十分とはいえないのである。

教育活動は，学校教育だけで完結するものではない。

学校教育の中で不十分である内容は,社会人教育の場

で提供されるべきである。したがって,大学における

生涯教育の一貫として企画するオープンカレッジにお

いて'自分たちの住んでいる地域を見つめなおす講座

設置は十分意義のあるものと考えられる。そしてそこ

では，実際の地域を観察する野外巡検は重要な要素の

1つとなる。

野外巡検を通じて,地域を見つめなおし,知的関心や
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